
時はまたとをい愉快を時間 と在ったのである｡

しかし5年連用 も5年連用も,慮初の 1年目を書 く時だけは,過去の記事が並記されていをVlの

で,きわめて味気をvl｡そこで昨年から新工夫菅こらしてみたOルーズリーフ1頁を5分割 して,

5年連用の日記を作った｡6年 冒vcは 1枚 ごとVC新 しいルーズリーフを挿入 し,左右の頁菅同-の

日VCすれば,これで10年間は,過去の記轟を鬼をがら,日記を楽しめるわけである｡そして11

年目vcは,最初の5年分の頁をはず して,新しいのを挿入すれば,いつで も5年をいし9年の過去

菅楽しめる訳である｡ この永久vE連続する連用日記は,今年窮2年目ではあるが,はたしていつま

で続 くことや ら｡

広 い 視 野 で

大 和 田 順 子

数年前,四国の祖谷E-出方に行 った時のことです｡祖谷地方は平家の落人の村として,山奥VEひっ

そDと陰れて数百年来生活していた村です｡当時は,土讃線池田からバスで約5時間 ぐらいかか9

ました｡現在払 経済構造の変化から過疎の村と在っていることでLi:う｡ 私が訪れた時も,｢若

い人達が大阪をどの大都会vc出てしまって,村qcは老人ばかり残っている｣と役場の人が嘆いてい

ましたから｡
かみ

さて,この村で数日過 しました折vE,私は村人からも,'役場の^達からも,そして宿のお内儀か

らも,｢この祖谷村の人達は性質が醇朴で勤勉,しか も相互扶助の精神がさかんである｡たとえば

村人の中vc病人が出ると,畑仕事や家事の手伝いをど菅して授けるし,また生活vc困る者が出ると

村全体で面倒菅みる｡まことVC良い村ですよ｡｣と誇らかvc語るのを聞かされた｡私 もその時は,

きびしい自然を相手にして数百年 もの間山奥の生活哲続けて来たのだから,確かにそうだろうと思

った｡ しかし,これは必ず しもそ うではないという事が知 らされたのです｡

それは祖谷村からの帰9遠のことです｡当時祖谷と池田の間は,バスが一 日5往復 しかしていを

かったので,いずれのバスも超満員の盛況でした｡勿論私の乗ったパスも物凄 く混んでいてやっと

立 っているようを状態で した｡来客cc)中vc束京から来た学生達のグルーブがいました｡その中の一

人がパスに酔って大分気分が悪いようでした｡そのうちvc彼は我捜しきれなくなってしゃがんでし

まいました｡けれども,誰も彼に席を護ろうとはしません｡座席を占めているのqj:殆んど祖谷の人
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々ですふ親切で同情心が厚いはずの人達です. しかし彼等は,傍で冷汗を流して苦しんでいる病人

菅見ても無関心をよそおい,自分達だけのおしゃべbvc夢中vcをっていました｡やがて停留所vcつ

き,バス管下9る^がいたので座席が二つほど空 きました｡するとどうで しょうr その座席に病人

をやすませずqc,自分達の仲間である祖谷の人をかけさせ ようとしたのです｡ あま9の自己中心の

エゴイズムVC,私 もすっかD義憤を感 じ,教師根性著せる出しVCして思わず｢病^菅かけさせ73:冒

い｡_=:怒鳴ってしまいましたO自分で自分の出した大声に鴬 くぐらいVC〟

確かに祖谷の^々は親切で,お互いに援け合っているのでしょう｡ けれど,この仲間を一歩出れ

ば,もう縁なき衆生をのです｡他人がどんなvc苦しもうが嘆こうが,一切かかまい夜Lです｡ この

様を仲間意識が外vc向っては排他主義となD,内vc向っては村八分orD現象をどとなるのでしょう.そ

して,これはともすれば^間の陥Dがち夜幣筈をのです｡この時に私は聖書の中にある d善きサマ

リヤ人Uの話を思い出しました｡ 2千年前の昔,狭い仲間意識vc凍9固まっていたユダヤ人を叱 ら

れて,博愛を説かれたイエスの言葉の偉大さ菅しみじみ考えましたC.

さて,地理を専攻される皆さん達は,狭い地域や仲間意識を超えて,広い視野で物事を眺めるこ

とが出来るのですBTiたそれが地理的75:ものの見方だと思V,ます｡狭い仲間意識は人々の心に垣根

をつくD,誤解を生 じ易吟のです｡ そして,時Eては争いや戦争vcまで発展する要素を含んでいます｡

だから地理学を専攻される皆さんは,その意味で素晴 しい学問を選ばれたことvc複 9ます｡また一

方その様を学問を専攻する者の責任として,人間社会の狭いこの様夜幣筈に陥ることなく,広い視

野で物事を観察し判断して,社会のためそれぞれの分野で活躍される必要があると思います｡

症 史

竹 内 啓 -

お茶大に講義ve来るようVCをって,これで5年 目,したがってこの原帝を編集子vc求められるの

も5回目, 2度あることは5度 とかいって横着をきめこむほどの心臓 も覆いので今回は聾をとった

次第｡ と怒れば,やは9言い訳からはじめをければいけない,

第 1回日のときは,まったくの日和見,乃至は怖気づvlたため｡地理学の勉強菅するのVC女性ば

か9集まる理由がどうしてもわからず,したがってそれだけでもお茶大地埋学科という存在は不可

解で不気味をのくそ,何か随聾みたいをものを書けといってきた｡随峯をどというものは,おっVCす

67


